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１．はじめに
この報告書を書くにあたり。海外臨床実習を考えている人の役に立てればと思います。
２．海外実習を希望した理由
私は以前から，家庭医療や救急医療に興味があり，国内でのセミナーに参加していました。その中で，ア
メリカやカナダの家庭医に興味を持ちました。保険制度も医療の枠組みも違う外国の実際を，是非学生のう
ちに体験したい！と思い，長崎五島で行われた家庭医療セミナーでお会いした萩原先生に実習のお願いをし
ました。アメリカを実習先として選んだのは，アメリカが Family Medicine の根付いた国であるというこ
とに加え，アメリカの Family Medicine では産婦人科領域や小児科領域も含むという話を聞いていたこと
があります。
３．実習までの準備
まずは英語を勉強しました。
アメリカの医療を体験できる！と思ったら，モチベーションは断然変わります。５年生の実習の傍ら，
USMLE など自分なりの英語教材を探し，コツコツとこなしていきました。
そのほか，大学での手続きや現地での宿や車の手配などは，クラス委員や先生方に指導してもらいなが
ら，年度をまたぐ頃から始めました。
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＊参考資料＊
Saint Frances Guide Clinical Clerkship in (Outpatient & Inpatient) Medicine
Rapid interpretation of EKG’s 6th Dale Dubin, MD
The Washington Manual Internship Survival Guide 3rd Edition
BRS Behavioral Science 5th
Kaplan Medical USMLE Step 2 CS: Complex Cases:35Cases You Are Likely to See on the Exam
Maxwell Quick Medical Reference
聞く技術―答えは患者の中にある〈上・下〉Jr. Lawrence M.Tierney
診療エッセンシャルズ 新訂版 松村理司監修 ほか
４．実習について
実習の要素は大きく分けて外来，入院・入所者のケア，救急当直の３つでした。
外来実習では表にしたとおり，幅広い分野の疾患を体験しました。
実習初日。その日は午前中に NursePractitioner の方の外来を見学，午後から医師の外来を見学しまし
た。まだ日本にはいない NursePractitioner。名前は以前から知っていましたが，実際にその仕事を間近で
見ることができ，その存在について考えるきっかけとなりました。午前中の外来では，生活習慣病を患う方
のフォローや，検査の説明，また女性の子宮癌検診などを見学させていただきました。
午後からは医師の診察を見学。日本で見学した外来と，今回の実習で見せていただいた外来ではいくつか
違っていることがありました。
まず診察室。日本では医師が診察室の中で待ちますが，あちらでは患者さんが診察室内で待ち，そこへ医
師が自分のオフィスから出向きます。診察室に待つ患者さんは，とても自由な状態で待っています。診察室
のドアを開けたら中から子供が飛び出してきた，ということもありました。
外来の時間はだいたい３０分程度。その内訳は患者さんによっても異なりますが，フォローアップの患者さ
んなどではその時間の多くを医学とは関係のない生活の話に費やしたりもします。また，外来中に処方薬の
値段についての相談が上がったりしたのも，皆保険制度ではないアメリカならではの話題でした。
もうひとつ。見学中，ふと『国は違えど患者さんは一緒』と感じました。もちろん疾患頻度や人種は違い
ます。けれどニーズは変わらないのかな，と，患者さんと先生の話をしている様子や私自身が患者さんと接
する中で思いました。
入所・入院のケアについて
私が実習した施設には，入院施設のほか，ケアの必要度から分けられた生活する場もあり，それぞれ場所
により医療の介入度も異なります。
入院患者さんについては，詳細な問診を取り，自分たちでカルテの作成，治療計画を作るという経験をし
ました。日本の実習でもしていたことと，そう変わらないと思って取り掛かったのですが，問題は言葉の壁
だけではありませんでした。あちらの大学の学生にも使う評価項目をあらかじめ見せてもらい，自分たちで
自分の作ったカルテをみてみると，抜けている部分が多く，作り直す必要をひしひしと感じました。その評
価表からは，いかに要点をつかみ，患者の声を生かしたカルテにするかということが繰り返し指導されてい
ることが窺えました。システムを構築し，それを実行，評価し，改善が必要なら手を加えより良いシステム
を作る。合理的な構造だと感じました。
また，入所された方の部屋に往診して感じたことです。生活を大事にするという風土からでしょうか，訪
れた入所者さんの部屋には家族や家の写真が壁に掛かり，ベッドの上にかかる布団も手作りのものがあった
り，『自分の生活する場』であり，本当にその人のおうちにお邪魔しているような錯覚を受けました。
救急当直では，小児の外傷や，低所得世帯の Medicare や Medicate の患者さんを数多く見ました。縫合
や骨折・脱臼など整形外科領域の処置も見学することができました。
学生研修レポート 67
５．その他
当直や昼食の合間など，先生からアメリカの話を聞けました。
保険制度の違いや，医療従事者の仕事の捉え方，ホスピタリストという概念，人生の中の仕事のとらえ
方，緩和医療など，話は多岐にわたりました。
また，アメリカには数多くの州立公園が存在しており，それはサウスダコタも例外ではありません。休日
や，当直明けの半日を利用して，近くの州立公園に行くことができました。州立公園の中にはキャンプ場や
遊泳場などもあり，大自然を楽しむことができます。
そのほか，休日にはレンタカーを走らせ，隣の Minnesota 州へ足を伸ばしたりすることもできました。
アメリカでの運転はとても楽しい経験でした。Great Plain と呼ばれる広い広い大地，どの方角を見ても山
の影がなく，雲も空も樹々も何にも押さえつけられることなく自由に伸びるさま，そしてそこで生きる動物
たちを見ることができ，とても気持ちが良かったです。
６．最後に
学生時代にこのように海外での実習を体験できたことは，何よりもとても刺激的でした。日本を思い出し
ては自分の国の医療の短所・長所をしみじみと感じ，また，海外の医療教育に触れ。私は特に，アメリカの
診断
循環器 高血圧６，ペースメーカーフォロー，心筋梗塞後フォロー，AF，深部静脈血栓症
内分泌
貧血，糖尿病３，甲状腺機能低下症２，脂質異常症６，骨粗鬆症４，高 Ca 血症，低 K 血症，ヘモ
クロマトーシス，Vit. B１２欠乏性貧血，甲状腺亜全摘後フォロー
呼吸器 MRSA 肺炎，肺炎４，COPD３，肺高血圧症フォロー
消化器 GERD，胃炎，肝硬変
神経
糖尿病性ニューロパチー，線維筋痛症２，TIA 疑い，てんかん疑い，てんかん，術前診察（パー
キンソン病）
皮膚 創傷縫合，皮膚生検（基底膜細胞癌・扁平上皮癌），皮膚炎生検，薬疹，尋常性ゆうぜい，皮疹
産婦 膣炎，不妊症，体癌検診，妊娠中の皮疹，子宮内膜症
小児
上腕骨近位骨折，足首脱臼，頭部外傷，手指打撲，結膜炎，誤飲，創傷縫合２・抜糸，肩創傷縫
合，４ヶ月乳児頭部外傷
泌尿器 腎不全
整形
滑液包炎２，関節炎，中指骨折，感染性滑液包炎，外傷後頚部背中の疼痛，足首脱臼，膝関節置
換術フォロー，大腿筋筋内血腫，肩痛
メンタルヘルス 強迫神経症，疼痛管理（オピオイド）２
眼科 結膜炎
その他 DOT 健診
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家庭医が産婦人科や小児科を診，そしてケガの処置ができ，まさに家族ごと地域ごと診ているのだ，という
ところに強く魅力を感じました。また，診療されている先生方の技術・知識の広く深いことを実感しまし
た。その中で，今自分がいかに未熟か，そしてこれからやりたいこと，自分の思う未来を叶えるためにやら
なければいけないことを自覚することができるようになりました。この経験は，これからの将来を見つめ考
えていくうえで，大きな助けとなっていくと思います。
また，具体的に学びたい，と考えていったことだけでなく，現地で生活する人と接する中，アメリカの風
土や考え方，人生のとらえ方などを知ることができたのも私にとっては大きな収穫でした。
もし，海外の実習を体験してみたいと，少しでも思っている人がいるなら。是非，一度行ってみるといい
と思います。実際に行って，身を置き，接することで，自分の本当に望むものが何であるのか知ることがで
きると思います。
最後にはなりましたが，このような機会を与えてくださった萩原先生，そして実習を後押ししてくださっ
た山城先生に，この場を借りまして心よりお礼申し上げたいと思います。本当にありがとうございました。
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